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血圧日内変動の論争点
臓器障害-II
心疾患と血圧日内変動
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従来の降圧療法はｙ虚血性心臓病の発症抑制には十分な成果をあげていなかった二とが指

摘されている。虚血性心臓病の発症には概日リズムが存在し，これは早朝覚醒時の血圧の

急上昇や夜間における血圧低下の欠如あるいは著明な血圧の低下など，血圧や心拍数の概
日リズムに影響されている可能性がある．また虚血性心臓病を有する患者には作用発現が

緩徐でtrough/peak（T/P）比の高い降圧薬が望ましいと考えられている．今後､このよ

うな時間病態生理学的研究が不可欠と思われる．
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●はじめに

高血圧治療の目的は，脳，心，腎などの臓器合

併症の発症・進展の予防，生命予後の改善，およ

びqualityoflife〈QOL）の保持にある．従来の

降圧療法は，脳血管障害の減少や腎不全の発症の

減少には大きく貢献してきたが，虚血性心臓病の

発症抑制には十分な成果をあげていなかったこと

が指摘されている．その原因は必ずしも十分には

解明されていないが，降圧薬療法による左素肌大

の退縮が不十分であったこと，インスリン抵抗性

の増大とも関連する脂質代謝や糖代謝の悪化など

に加え，過度の降圧に伴う冠循環障害の発症（い

わゆる』曲線現象'》）などの可能性が想定されて

いる．近年,携帯型24時間自動血圧計の導入,普

及により，血圧日内変動の臨床的意義について

種々の検討がなされている．そして，心。血管合

併症の発症との関連では，早期覚醒時の血圧の急

上昇(morningsurge)や夜間における血圧低下の

欠如（non-dipper）や著明な血圧低下（extreme

dipper）などの意義が注目されている。

本稿では，血圧日内変動と心疾患，とくに虚血

性心臓病の発症とのかかわりについて述べ，つい

で，時間治療学的な考え方についても概説してみ

たい．

③虚血性心臓病患者における血圧臼内
変動

林ら幻は，狭心症患者31例の血圧日内変動を検

索し，以下のような成績を提示している．狭心症

患者群の血圧日内変動は健常者と同様で，午前６

時ごろより上昇し９～10時ごろに第一ピークを

形成し，昼間にやや低下,夕方の18～20時に再び

上昇し第二のピークを形成した．その後血圧は下

降し深夜の２時ごろに最低値を取るパターンを示

した。心拍数も血圧と類似の変動パターンを示し

た．この血圧変動パターンは，発症後３ヵ月以上

を経過した心筋梗塞患者26例における無投薬下

での検討･でも同様であることが報告されている．
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